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目的

　人間の行動様式は様々な事物に影響され，恐怖，嫉妬，
偏見など誰もが当然に抱く感情や思考も例外ではない。ハ
ンセン病に対する恐怖から生まれた不当な偏見や価値づけ
は，医学と本能的な負の感情との重要な接点であり，医学
生が社会・人権問題を考える上でこの問題を科学的かつ多
角的に熟考する必要性を感じた。

方法

　テーマの違う４人が一つのチームとなり，それぞれが持
ち寄ったデータから，ハンセン病問題を始め新型コロナウ
イルスによる近年の社会問題まで広く話しあった。チーム
結成前の４人はそれぞれ以下の動機で個性的なテーマにつ
いてデータ収集及び考察を進めた。

・飯塚悠太
テーマ：「脳が差別を作るとき」
動機：私たちが他者に対して自然に抱く偏見や恐怖，嫉妬
などの負の感情は消すことはできない。多くの研究がこれ
らの感情は理性では手に負えない人間の本能的なシステム
に基づくものであることを示唆している。このシステムを
言語化することで人類史上繰り返される人権問題を一度俯
瞰するための知識面での前提を築くことができると判断し
た。

・大沼田俊
テーマ「未来のワクチン」
動機：ハンセン病にはいくつかの症状があり，それぞれに
対して同じ治療法や，予防法で対応できるのかについて関
心をもった。また，同時期にコロナの変異があり，これま
での治療法や，予防法が通用するのか疑問を抱いたことか
ら，今回はワクチンの分野に焦点を当て研究することとした。

ハンセン病に学ぶ　「あなたと私～ the chain ～」

・小澤実宏
テーマ「末梢神経が侵されるとなぜ後遺症が残るのか」
動機：ハンセン病について調べている過程で，後遺症の画
像が自分のなかでとても印象に残ったことから，後遺症に
ついて研究することとした。そして，多くの後遺症は末梢
神経が侵されることによっておこるため，本テーマを選定
した。

・後藤駿太
テーマ：「細菌同士のコミュニケーション」
動機： ハンセン病について調べていく中で，ハンセン病
の歴史や治療法などにも，もちろん関心を抱いたが，今回
は細菌について深く掘り下げていきたいと考えた。理由と
しては，歴史や治療法の発表はどうしても似たような内容
になってしまうのではないかと考え，少し視点を変えて切
り込むことによって新しいものが見えるのではないかと
思ったからだ。人間と細菌がどのように緊密に連携を取り，
人間に影響を与えているのか。細菌の影響力の根源につい
て研究した。

結果・考察

　歴史上，病気が原因で差別の対象となった例では神経障
害を伴う体の変形や切断など，明らかな体貌の変化がきっ
かけとなることが多い。また，神経障害は感染に起因する
ものばかりではないため，予防が難しい。
　感染症に伴う社会問題を考える上で新型コロナウイルス
感染症のmRNAワクチンを巡る偏見や誤情報の拡散につ
いても考察したが，法律や政策の介入が多く，人々の行動
様式を科学的に見つめることは難しかった。ただし，ワク
チン技術や予防医療の進化には革新的なものがあり，医療
技術に対する偏見の生まれ方も変化していくと予想できた。
　一方人体に視点を移し，脳内で差別や嫉妬といった感情
が構築される過程を見ると，これらの感情が人類の進化上
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極めて重要な役割を担っていたことも明らかになった。ま
た現代社会の中でこれらの感情を拗らせないための方法も
模索できた。さらに，クオラムセンシング機構と呼ばれる
細菌同士の疎通に関する研究から，人間の意思決定も体内
に存在する細菌の影響下にある可能性も示唆された。
　以上のように人間は，周囲の環境，本能，腸内細菌など，
無数の事物との繋がり（chain）の中で「他者との関わり方」
を決める。その過程で変数となる事物の同定が多くの社会
問題を見つめ直す要となり，本研究の重要な意義であると
共に，今後の課題であると私たちは考える。
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